
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○児童の知的好奇心を高め、価値のあ
る対話を組み込んだ授業の工夫

○校内アンケートで「授業の中で『なぜ』
『知りたい』と思うことがある」と答える児
童８０％以上
○校内アンケートで「話し合ったことを自
分の考えに生かしている」と答える児童
８０％以上
○児童の「なぜ」「知りたい」を大切にし
た授業づくりをする教師８５％以上

・校内研究の内容に沿って職員は授業公開
を一人一回以上実施し、授業向上に努め
る。

B

・２学期末の校内研究アンケートで「授業の中で『なぜ』『知りたい』と思うことがあ
る」と答える児童83％。「話し合ったことを自分の考えに生かしている」と答える児
童83％。単元の目標を子供と共有することや対話したことを自分の考えに反映さ
せるような授業を行った成果が出た。
・２学期末の校内研究アンケートで児童の「なぜ」「知りたい」を大切にした授業づく
りをする教師70％。国語科の授業づくりに難しさを感じている職員が多くいるため、
単元づくりの仕方を年度当初に職員で学ぶ機会を設ける。

B

・子供が興味を持つことを探すことも大事であり、言
葉を理解するには国語力が大切である。
・「なぜ」「知りたい」は学習意欲のきっかけになり、
対話したことを自分の考えに反映されるような授業
をされているので成果は出ていると思う。
・子供に「なぜ」「知りたい」という意識を持たせるこ
とは学習の基本であり、学校生活はもとより日常生
活、特に家庭学習による影響も大きいと思う。

・学び部

○主体的に家庭学習に取り組む態度の
醸成

○家庭学習の習慣化ができている児童
７５％以上
○学習用具の準備ができている児童７
５％以上

・毎週末、家庭学習で自主学習に取り組ま
せる。内容のよいものを掲示し、ともに学び
を高め合う環境づくりをする。
・各学年に目安となる家庭学習の時間（低３
０分　中４５分　高６０分）を示し、生活パワー
アップアンケートで確認し、その都度改善を
図る。

B

・よい自主学習のノートを紹介することで、自主学習の内容の高まりが見られた。
しかし、家庭学習の習慣化は70％となり、目標に届かなかった。ドリル学習以外の
タブレットの活用法を考えながら、家庭学習の時間を充実させたい。
・学習用具の準備ができている児童は86％で、目標を達成できた。個人差がある
ので、引き続き指導していく。

B

・行動の改善、習慣化は日々のことで変化や向上
がつかみにくい。子供自身が意識することを記録す
る形に改善されることで良い取組になる。
・タブレットを活用し、家庭での学習時間を見える可
するなど自主学習の充実を図ることができている。

・学び部

○保護者アンケート項目「学校は子ども
たちに人権意識や思いやりの心を育て
ているか」の評価達成率を９０％以上

・家読を活用した「おうちde道徳」の取り組み
で、児童の心の成長に目を向けてもらう機
会を設ける。
・フリー参観デーや授業参観の際に、内容
項目「親切・思いやり」「友情・信頼」など【B
主として人とのかかわりに関すること】に
絞って道徳の授業を公開する。

A

・11月に「おうちde道徳」の取り組みを行い、道徳の教科書を持ち帰って家庭で「親
切・思いやり」の項目について話をする機会を設けた。また、全校の取り組みの感
想を取りまとめ、配布して共有することができた。
・保護者アンケート項目「学校は子どもたちに人権意識や思いやりの心を育ててい
るか」の評価達成率は95.4％であった。授業参観での道徳の授業公開やおうちde
道徳の取り組み、日々の指導などが肯定的な意見に繋がっていると考える。今後
も相手の気持ちを考えることの大切さを意識した指導をしていきたい。

A

・「親切・思いやり」について、親子で考える機会を
与えるのは子供はもちろん、親にとってもいいこと
だと思う。
・常識・知識・意識の違い、差を埋める努力・指導を
されていると感じる。

・心育て部
・道徳教育推進教員

○児童アンケート項目「進んであいさつ
をしている」「友達に優しくしている」の評
価達成率を９０％以上

・学期はじめの生活目標を「あいさつ」に絞
り、各学級の具体的な取り組みを児童と考
え、実践しようとする意欲につなげる。
・学校全体で「あいさつ」に取り組めるよう
に、代表委員会で提案し取り組みができるよ
うにする。

B

・児童アンケートの結果は、「進んであいさつ」が90％、「友達に優しく」が95％と児
童の達成率は悪くなかった。実践しようとする意欲は高まっているように思うが、
実際に達成できているかと問われると、学年によって差があったり、個人差があっ
たりする。
・学校全体では、代表委員会で話し合い、あいさつ名人を決めた。学校全体で取り
組むという点で効果はあったと思う。

B

・子供が生活・行動のことを学校・家庭で自ら決め
ていく自律性を推し進めていけるといいです。
・あいさつはよくしていると思う。青パトの音楽が聞
こえるとに手を振ってくれる子供もいて嬉しいです。

・心育て部
・生徒指導担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめ防止のための取り組みができ
ている」と回答した教員９５％以上

・毎月１回保護者向けの「いじめいのちのア
ンケート」を実施、児童向けに「おしえてねア
ンケート」を実施し、児童の気持ちの状態の
把握に努める。
・いじめ未対応０（ゼロ）にするため、アン
ケート等に記入があった場合は、その日のう
ちに学年主任か管理職に報告し対応する。
・定期的に教育相談協議会などで、支援の
必要な児童について学校全体で情報交換を
行い、共通理解を図る。

A

・毎月保護者向けのアンケートや児童向けアンケートを実施ししたり、２回目の教
育相談週間を設けることで児童の気持ちの状況を把握することに努めた。
・アンケートの早期対応について取り組みができていると答えた教職員は94％で
あった。内容によっては解決に時間のかかる問題もあると考えられる。
・毎月の生徒指導・教育相談協議会で支援の必要な児童について共通理解を図
り、支援の方法を職員で話し合った。 A

・保護者向けアンケート、児童アンケートによって子
供の抱える問題の把握がされている。
・子供の気持ちを把握し、共通理解を図るため早期
対応が評価できる。

・生徒指導担当
・教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒９
０％以上

・夏休みの研修などで職員全体にSCから児
童生徒の困り感を取り除くための研修をして
もらう。
・全校集会やほめほめタイムなどを生かし、
全職員で、児童の姿を価値づける。
・キャリアパスポートを活用し、学級活動等
を通して目標をもたせる授業を行う。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」は90％で、当初の目標は
達成することができた。「ほめほめタイム」は１/５程度が未達成（１月末現在）なの
で、達成できるようにしたい。
・「将来の夢や目標を持っている」の問いに肯定的な回答をした児童は94％。将来
の夢をもつ児童は増加した。

B

・「ほめほめタイム」や全校集会などで個人をほめる
ことで自信となり、自己肯定感の向上につながって
いると思う。
・「ほめほめタイム」は良い取組で続けてほしい。
・10％の子供が認めてもらえていないと思っている
のが少し残念です。

・生徒指導担当
・教育相談担当

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康によい食生活をしている」児童
生徒８５％以上
○「早寝、一人で起きる、朝ごはんを食
べる」ができた児童を7５％以上にする。

・保健や学活の時間に栄養職員と連携した
学習を行うことで、児童への啓発を図る。給
食便りで保護者への啓発を図る。
・生活パワーアップの集計結果に合わせて、
保護者への啓発を図る。

B

・「健康によい食生活をしている」と答えた児童が90.9％。好き嫌いは多少あるが、
頑張って食べようと努力することができているが、「早寝、一人で起きる、朝ごはん
を食べる」は76.9％と中間評価より下回った。特に「一人で起きる」は難しいよう
だった。今後は、給食指導と連携し、食習慣の大切さを学び基本的な生活習慣を
確立を図る必要がある。

B

・食べることの大切さが伝わり、よく指導されてい
る。
・健康、体力づくりの基本は、食・睡眠・運動なの
で、学校で楽しく過ごせるという目標が立つように
声掛けもいいのではと思う。

・体づくり部
・食教育担当

①「望ましい生活習慣の形成」
②「安全に関する資質・能力の育成」

①生活パワーアップ週間の際に、「家で
のテレビ・ゲームの時間が１時間以内」
の児童を５０％以上
②児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・保健や学活の時間に養護教諭と連携した
学習を行うことで、児童への啓発を図る。保
健便りで保護者への啓発を図る。
・生活パワーアップの集計結果に合わせて、
保護者への啓発を図る。
・交通安全集会、交通安全教室、帰りの誓
いの唱和に取り組み、交通安全の意識を高
めさせる。また、PTAの交通安全教室への
参加を奨励する。

B

・生活パワーアップ週間の結果、「家でのテレビ・ゲームの時間が１時間以内」の
児童が65.2％だった。生活パワーアップ週間以外でも決められた時間が守れるよ
う指導を続けていきたい。
・年間を通して交通事故が２件起きている。幸い大きな事故にはつながらなかった
が、一歩間違うと大きな事故につながっていた可能性がある。毎年、交通安全教
室を行っているが、各学級で特別活動の時間での取り組みや、学年集会などで再
度確認を行い、交通安全への意識を高める必要がある。

B

・家庭でのことが大きく関わり、生活習慣などは保
護者への啓発を図る必要がある。
・PTAでもスマホ、YouTubeなどからの生活習慣の
乱れについて研修会等を行い、保護者、先生方、
子供たちと一緒に学ぶことを模索したい。
・また、地域も含めた交通安全教室や危険個所把
握の工夫をしていきたい。

・体づくり部
・安全教育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・個々の職員が、業績評価に時間外勤務削
減の方策を記述する。
・業務の適正化、平準化ができているか見
直しをする。
・各部会等での振り返りを生かして、すぐに
来年度の計画を策定する。
・会議や研修等のタイムマネジメントに努め
る。
・定時退勤日を徹底する。(毎週金曜日)＋１
日。

B

・下期は、行事を多く実施した10月に時間外45時間以上の職員が出た。しかし、上
期に比べ時間外勤務時間は減り、アンケートでは70％の職員がタイムマネジメント
に努めていると回答している。
・会議の延長等も少なく、定時退勤日以外でも早めに勤務を終える意識が定着し
つつある。個々で業務改善の意識を常に持っておくことが、学校全体の業務改善
につながることを今後も伝えていく。

B

・見守り、声掛け、支援、研修、指導等、本当にご苦
労様です。
・先生方も努力されていると思う。
・休日なのに地域の行事に先生方も参加いただき
感謝です。
・働き方改革は保護者の意識を改善することも必
要。PTAからも発信していきたい。

・管理職

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○「特別支援教育に関する専門性が向
上した」と回答した教員９０％以上

・特別支援教育に関する研修会を実施す
る。
・必要に応じてケース会議を開催し、関係者
間での情報共有を行う。 A

・学校評価のアンケートの結果、昨年度と比較して特別支援教育に関する知識や
技能が増えたと感じた職員が100％であった。ケース会議や専門家を招聘した研
修会の他に、生徒指導・教育相談協議会でミニ研修会を定期的に開いたことが、
職員の専門性の向上につながったと考える。来年度も継続していきたい。 A

・ミニ研修会はすばらしいと思う。先生方の努力に
頭が下がる。授業参観で専門的知識を生かされた
指導をされていると感じた。
・通常学級との交流はよいと思う。通常学級の先生
方がもう少し関われるようになるとさらによい。
・教師増が要望項目ですね。

・特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
し、進んで地域に関わろうとする気持ち
を高める教育活動

◎地域の行事等に１回以上参加した児
童６５％以上

・公民館と連携し、児童が地域行事等に参
画しやすい環境を整える。

A

・地域行事に1回以上参加した児童は78％であった。魅力ある行事が多くあり、地
域の方々が積極的に児童に関わっていただいている証拠であると考える。今後も
公民館等と連携して、学校からの参加呼びかけを継続していく。

A

・地域として子供の興味関心に対応できる行事がで
きればと思う。
・学校と公民館やまちづくりの方々とうまく連携でき
ている。
・地域交流を通してチャレンジすることをほめて認
め、社会性を高めている。

・管理職
・コミュニティ・スクール担
当
・キャリア教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・【学力の向上】ドリルやプリント、タブレットPCを活用し、個人に合った苦手分野を克服することで、学習の知識・技能面を向上させる。
・【心の教育】定期的に児童の気持ちの状態を把握し、いじめの早期発見、早期対応に向けて迅速に取り組むことができた。今後も、相手意識をもった思いやりのある言動で、他者とつながる力の育成を図る。
・【健康・体づくり】生活パワーアップ週間を活用し、正しい生活習慣を身に付けさせる。よりよい生活につなげる自己調整力を継続して育成する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

【学力の向上】学習の知識・技能については定着が見られるようになってきた。さらに、家庭との連携による家庭学習の定着と、思考力・表現力の育成を図る。
【心の教育】地域に広がる挨拶については、向上が見られた。さらに、思いやりのある言葉で他者とつながる力の育成を図る。
【健康・体づくり】生活パワーアップ週間において、生活習慣を見直す意識付けはできてきている。今後も、よりよい生活につなげる自己調整力を継続して育成する。

２　学校教育目標 元気いっぱい、自分から学び、共に高め合う西与賀っ子の育成

３　本年度の重点目標

【心育て】居心地の良い教室（挨拶・掃除・言葉遣い）
【学び】児童の「なぜ」「知りたい」を大切に学ぶ楽しさを味わえる学びづくり
【体づくり】規則正しい生活と運動
【教職員】業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減を徹底する。

学校名 佐賀市立西与賀小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●学力の向上


